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■研究の背景

回収された廃テレビのブラウン管ガラスには人体に有害な酸化鉛が含まれています。還元溶融

によって、ガラス中の酸化鉛をバッテリー電極材として有用な金属鉛として分離回収することが

できますが、1,200℃の高温が必要で、また多量の添加剤が必要なためコスト高であり、プロセ

スの改善が求められます。鉛ガラスから鉛を分離するという基礎的な現象を把握するために、模

擬ブラウン管ガラスを使い温度別加熱試験を行い､X線CTにより金属鉛分離過程の観察と各種分析

を行いました。

■研究の要点

１．ブラウン管ガラスと同等の鉛分離特性を示す模擬ガラス組成の検討と作製

２．模擬ガラスに還元剤、減粘剤を加え、温度別の加熱試験

３．加熱後の試料について、Ｘ線ＣＴによる三次元透過観察と、Ｘ線回折、蛍光Ｘ線分析、熱分

析の各種分析法によるガラスの評価

■研究の成果

１．模擬ガラスとして適切なガラス組成を見いだしました。

２．Ｘ線ＣＴを使うことで、還元溶融における鉛の沈殿分離過程を観察することができました。

３．各種分析結果を組み合わせることで、反応過程における化学変化を把握しました。

４．Ｘ線ＣＴと各種分析データの組み合わせでプロセス改善に向けた貴重なデータを得ることが

できました。

５．この研究内容は、資源・素材学会（Ｈ25年９月札幌）等で発表し、成果を普及しました。
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※本研究で使用したＸ線回折装置は、ＪＫＡ補助事業により整備されました。

Ｘ線ＣＴ装置での観察 加熱後試料のＸ線ＣＴ透過像（白い部分が鉛）

鉛ガラスの還元溶融による金属鉛分離過程の観察


